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Introduction

Introduction

インターネット上で、しかも「Google」にクリニックを開業す
る！？
これからのクリニック経営においては重要な考え方です。この

本を手にとられた院長も、感覚としてはお持ちの方も多いと思いま
す。
スマートフォンの普及に伴い、ネットを通じた患者さんとのコ

ミュニケーション機会がますます増えていくことは容易に想像でき
ます。もちろん、医療機関同士もそうです。おそらく、紹介などの
地域連携についても、ネット上のやり取りで完結してしまうことが
多くなってくるでしょう。
では、そんな時代に向けて、クリニックはどういうホームペー

ジを作れば良いのでしょうか ?

クリニックが運営するホームページの効果を最大に高めるため
の作成のポイントは、

• ページ数を多くする
•文章を多くする
•継続的に更新をする

この３点に尽きます。
本当にたったこれだけのことなんです。
さて、困りました !?　作成のポイントというには、あまりにも

単純過ぎて、ほかに書くことがなくなってしまいました……。
と、冗談はさておき、実際はこれが誰もができそうでいて、で

きないことなのです。そして、できているごく一握りのクリニック
院長が、ホームページという情報ツールを有効に活用することで大
きな成果を収められています。しかも、この基本は将来にも活きる
ポイントでもあります。
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私は、これまで 400 件以上の医療機関や医療関連企業のホーム
ページをプロデュースしてきました。現在は従来のサービスに加え、
「Wevery!」（http://wevery.jp/）というシステムを開発し、主にク
リニック向けのホームページ作成サービスを展開しています。
患者さんに伝えたい思いを受け止め、クリニックのホームペー

ジのベストなあり方を模索するなかで行き着いた私の結論は、「あ
れこれと凝った作り込みをするより、せっかく開業されたのだから、
院長ご自身の思いのままに自由に作ってもらいたい」というもので
した。「Wevery!」の開発の原点もそこにあって、専門知識や技術
がなくても、誰もが簡単にオリジナルのホームページを作ることが
できる、というコンセプトがその根底にあります。
ところが、実際に院長の思いどおりに作成しようとすると、実

にシンプルで、かつページボリュームに欠けるものができあがって
しまい、結果に結びつきにくいという矛盾に直面しました。つま
り、ホームページを有効活用するための基本ルールが理解されてい
なかったのです。これは、私にとって思いもよらぬ盲点でした。
現在、私は全国を回り年間数十回のセミナーや講演を行ってい

ますが、これはホームページ活用のためのルールを広めるための啓
蒙活動と位置づけています。とはいえ、私１人ですべての先生方に
お伝えするのは物理的に不可能です。そこから、本書の発行に至っ
たわけです。

本書は、私がこれまでにサービスをご提供してきた過程で培わ
れた「どのようにすれば、ホームページで成功体験を得ることがで
きるのか」に主軸を置いて、それを達成するための６原則と、より
効果を高めるためのプラスアルファの施策をまとめたものです。
インターネットの世界は日々進化していますが、それでも、成

功のための不変の原則があります。本書では、将来にわたって使え
るノウハウを中心にご紹介いたします。
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（１）	スマートフォンの普及が	
	 インターネットの環境を変えた

■誰がホームページを見ているのかを知っていますか?
ホームページ作成というと、大げさなシステムを想像してしま

いそうですが、考え方の基本はとてもシンプルです。

自院がどのような特徴を打ち出し、どんな医療を提供している

のか、地域医療の担い手として、どのような連携を実践しているの

か。さらに、地域との関わりのなかでどのような情報を発信してい

くのか等を体現するのがホームページです。印刷物のパンフレット

を作成されているクリニックも多いと思われますが、ホームページ

はその内容をさらに深く掘り下げ、常に鮮度の高いコンテンツに

アップデートすることができる、まさにクリニックの“今”を伝え

る媒体だといえます。

ホームページの閲覧者は患者さんやご家族だけではありません。

地域連携先となる基幹病院や他科の開業医、訪問看護ステーション、

ケアマネジャーなどの医療・福祉関係者のほか、MR、MS など医

療機関との取引のある業者、さらにクリニックでの勤務を希望され

る求職者など、さまざまな方が必要に応じて、いつでも、どこでも

ホームページにアクセスしています。

近年のスマートフォンの普及で、ますますインターネットが身

近な存在になりました。新聞・テレビ・雑誌等の既存メディアに代

わり、今やインターネットが情報ツールの主流になりつつあると

いっても決して過言ではありません。そうなると、どのようなホー

ムページを立ち上げ運営していくのかは、クリニックの広報戦略を
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